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３ 論文の構成    
















       
４  論文の概要 


















動子表面で 3-4 Vであった。発光スペクトルは 713 nm と 813 nm にブロードなピークを持ち，紫







波周期と同期して１周期に 2 回起こる。超音波強度を強くすると，通常 SL ではパルスの時間的規
則性を失うが，オレンジ発光では規則性を失わない。このことは，オレンジ発光も気泡圧壊の際
に発光することを示す。 
以上から，オレンジ発光が水分子と関連することが示唆された。Kitagawa と Gaydon は水素―酸
素炎からのスペクトルを測定し，水分子の振動回転遷移に起因することを報告している。彼らの
結果と本実験で得られたスペクトルを比較すると，位置や強度に強い類似性が見られる。713 nm





















うにして径 0.5mm の白金電極を配置し，－150V～+150V の直流電圧を印加した。すると気泡はマ
イナス電圧では引力を，プラス電圧では斥力を感じるような位置変化を示した。また，発光量も
電圧増加とともに減少した。これからキャビテーション気泡は正に帯電していると結論された。 
   
５  論文の特質 
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６  論文の評価 








Congress on Ultrasonics）や権威ある学術雑誌（Ultrasonics Sonochemistry）にて発表され，
好評を博している。本論文は，音響キャビテーション研究の物理的・化学的基礎に寄与するとと
もに，新たな展開となるきっかけを与えている。 
          
７  論文の判定 
   本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり，
本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので，博
士（理学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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